
ィ
ー
施
設
も
宅
地
を
宅
地
た
ら
し
め
る
内
部
要
因
で
あ
っ
て
、
開
発
事

業
者
側
で
用
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
む
し
ろ
、
い
ま
の
法
律
の
基
準
だ
け
に
し
た
が
っ
て
開
発
さ
れ
た

住
宅
地
で
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
自
治
体
の
実
態
に
こ
そ

間
題
の
目
を
む
け
る
べ
き
で
あ
る
。
自
治
体
の
受
入
れ
能
力
を
こ
え
た

人
口
急
増
は
、
国
の
施
策
ま
た
は
無
策
の
結
果
で
あ
り
、
人
口
急
増
地

帯
の
都
市
施
設
の
整
備
に
は
、
税
源
の
再
配
分
や
国
庫
補
助
金
の
増
額

な
ど
地
方
財
政
の
強
化
が
は
か
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
必
要
な
都
市

施
設
が
整
備
で
き
る
態
勢
が
整
わ
な
い
か
ぎ
り
、
開
発
そ
の
も
の
を
抑

制
す
る
こ
と
が
、
真
に
市
民
を
ま
も
り
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
、
行
政
の
あ
る
べ
き
方
向
と
し
て
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
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「
学
校
建
設
公
社
」
が
ス
タ
ー
ト

都
市
化
の
進
行
す
る
横
浜
市
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
緊
急
度
の
高
い
も

の
の
一
つ
は
、
教
育
問
題
で
あ
り
、
小
・
中
学
校
の
新
増
設
対
策
で
あ

る
。
学
童
の
急
増
に
よ
る
学
校
づ
く
り
が
、
当
面
の
最
大
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
出
生
数
の
漸
増
に
よ
る
自
然
増
と
転
入
人
口
の
増
加
に
よ

る
社
会
増
の
両
面
か
ら
、
学
童
数
は
急
カ
ー
ブ
で
上
昇
し
て
い
る
。
小

学
生
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
四
十
五
年
ま
で
、
総
数
で
三
万
八
、
六
三

八
名
が
ふ
え
、
中
学
生
は
四
十
二
年
、
四
十
三
年
と
一
、
七
三
九
名
減

っ
た
が
、
四
十
四
年
か
ら
上
昇
し
、
四
十
四
、
四
十
五
年
の
二
年
間
に

四
、
一
二
二
名
ふ
え
た
。
四
十
四
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
五
十
年
ま
で

223
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横
浜
方
式
の
都
市
づ
く
り

に
小
・
中
学
校
あ
わ
せ
て
、
一
三
万
五
、
〇
〇
〇
人
ふ
え
、
こ
の
た
め

に
新
し
く
一
二
一
の
学
校
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
建
設
費
は
四
五
〇
億

円
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
財
政
が
、
財
政
需
要
の
増
大
と
一
般
財
源
の
伸
び
な
や
み
か
ら
悪
化

し
て
き
て
い
る
と
き
、
こ
の
巨
額
な
負
担
は
、
国
の
財
政
援
助
が
な
け

れ
ば
、
不
可
能
に
近
い
数
字
だ
と
い
え
る
。
こ
の
児
童
急
増
に
た
い
し
、

市
は
各
年
度
に
お
い
て
、
積
極
的
に
学
校
建
設
を
進
め
、
四
十
年
以
降

四
十
五
年
（
四
十
五
年
は
計
画
）
ま
で
に
小
学
校
四
〇
校
、
中
学
校
九

校
を
新
設
し
た
。
ま
た
宅
地
開
発
要
綱
を
四
十
三
年
に
制
定
し
、
住
宅

開
発
業
者
に
協
力
を
求
め
、
学
校
建
設
用
地
を
比
較
的
安
い
値
段
で
提

供
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
宅
地
開
発
要
綱
に
よ
り
提
供
を
受
け
る

予
定
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
小
・
中
学
校
で
一
五
校
あ
る
。
こ
う
し

た
努
力
と
あ
わ
せ
て
、
国
に
た
い
し
、
児
童
生
徒
急
増
の
実
態
を
訴
え
、

現
行
の
国
庫
負
担
制
度
の
拡
大
と
改
善
の
要
求
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

こ
の
運
動
に
は
、
四
十
四
年
か
ら
父
母
も
参
加
し
て
、
市
民
運
動
と
し

て
大
き
く
前
進
し
た
。
こ
う
し
た
強
い
世
論
を
背
景
と
し
た
運
動
の
結

果
、
よ
う
や
く
、
国
の
方
で
も
施
策
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
気
運
に
な

っ
て
き
た
。

従
来
、
教
室
建
設
の
最
少
規
模
を
六
教
室
と
し
、
五
教
室
以
下
に
つ
い

表
２
―
１
１
　
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
数
（
単
位
千
人
）

て
は
、
プ
レ
ハ
ブ
教
室
そ
の
他
の
措
置
で
補
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
都

市
化
が
市
域
全
域
に
拡
大
し
た
こ
と
や
児
童
増
の
テ
ン
ポ
が
早
ま
っ
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
こ
ま
切
れ
施
工
に
つ
い
て
の
弊
害
が
大
き
く
な
っ

て
き
た
。
児
童
が
急
増
す
る
学
校
で
は
毎
年
工
事
が
繰
り
返
さ
れ
、
学

習
環
境
が
悪
く
な
る
。
ま
た
、
工
事
規
模
が
小
さ
い
た
め
、
増
築
対
象

校
が
増
加
し
、
能
率
の
う
え
か
ら
も
、
構
造
の
面
か
ら
も
合
理
性
を
欠

く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
市
で
は
こ
う
し
た
弊
害
を
な
く
す
た
め
、
学

校
建
設
事
業
の
先
行
化
と
大
型
化
を
は
か
り
、
教
室
不
足
を
将
来
に
む

か
っ
て
解
消
す
る
こ
と
と
し
、
全
国
初
の
学
校
建
設
公
社
を
発
足
さ
せ

た
。
加
速
度
的
に
増
加
す
る
教
室
不
足
を
、
積
極
的
に
解
消
す
る
と
い

う
教
育
的
な
配
慮
か
ら
の
強
い
要
請
が
、
政
府
関
係
機
関
の
説
得
に
成

功
し
た
の
で
あ
る
。
事
業
資
金
は
民
間
資
金
を
入
れ
、
二
、
三
年
先
の
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横
浜
方
式
の
都
市
づ
く
り

児
童
数
を
見
こ
し
て
、
必
要
な
教
室
を
一
挙
に
建
設
し
て
い
く
も
の
で
、

初
年
度
の
四
十
五
年
度
は
、
学
校
用
地
二
校
の
買
入
れ
と
、
二
〇
〇
教

室
の
建
築
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
公
社
は
市
の
学
校
建
設
事
業
を

分
担
し
、
現
行
の
制
度
で
は
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
教
室
の
先
行
整
備

を
主
と
し
て
実
施
す
る
。

横
浜
方
式
と
い
え
る
こ
の
公
社
制
度
は
、
児
童
・
生
徒
の
立
場
か
ら
人

口
急
増
地
域
で
の
学
校
施
設
整
備
の
あ
り
方
を
し
め
し
た
も
の
で
、
大

き
な
前
進
で
あ
る
と
同
時
に
他
都
市
に
た
い
し
先
導
的
役
割
を
つ
と
め

た
と
い
え
る
。

五
〇
〇
教
室
に
達
し
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が
姿
を
消
し
、
特
別
教
室
が
整

備
さ
れ
、
教
育
環
境
が
改
善
さ
れ
る
日
も
近
い
。

教
育
環
境
の
整
備

校
舎
建
設
の
実
績
は
年
々
伸
び
て
い
る
。
年
間
の
建
築
総
数
は
昭
和
四

十
二
年
三
〇
四
教
室
、
四
十
三
年
三
二
二
教
室
、
四
十
四
年
四
九
〇
教

室
、
四
十
五
年
は
一
挙
に
七
七
五
教
室
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る
。
四

十
五
年
に
学
校
建
設
公
社
が
予
定
し
て
い
る
二
〇
〇
教
室
を
加
え
る
と
、

一
、
〇
〇
〇
教
室
に
近
い
建
設
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
建
設
事
業
量

の
増
大
に
よ
り
、
校
舎
の
鉄
筋
と
木
造
の
比
率
も
四
十
二
年
の
四
九
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
、
四
十
五
年
は
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
き
く
上
昇
し
た
。

学
校
建
設
公
社
の
設
立
に
よ
り
、
校
舎
の
先
行
整
備
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
児
童
急
増
地
域
で
の
教
室
不
足
は
、
解
消
の
方
向
に
む
か

っ
た
。
し
か
し
、
既
成
市
街
地
に
あ
る
学
校
は
、
郊
外
地
で
の
学
校
対

策
の
し
わ
寄
せ
が
お
よ
ん
だ
た
め
、
施
設
面
で
の
整
備
の
立
遅
れ
の
現

象
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
こ
の
対
策
の
強
化
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

暗
い
教
室
を
一
掃
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
四
十
四
年
と
四
十
五
年
で
三
、

二
〇
〇
教
室
に
照
明
が
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
四
十
五
年
か
ら
二
ヵ
年
で

木
造
校
舎
の
外
壁
と
内
壁
の
塗
装
を
実
施
し
、
学
校
環
境
の
美
化
を
は

か
り
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
、
中
・
南
・
磯
子
・
鶴
見
の
各
区

の
学
校
で
は
、
便
所
の
水
洗
化
工
事
を
進
め
て
い
る
。

校
舎
の
改
築
事
業
は
、
一
五
校
を
危
険
校
舎
改
築
事
業
と
し
て
、
四
十

四
年
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
実
施
中
で
あ
る
。
そ
の
他
、
敷
地
の
狭
い
学

校
、
地
盤
の
悪
い
学
校
な
ど
立
地
条
件
の
悪
い
学
校
七
校
は
木
造
校
舎

の
鉄
筋
化
工
事
を
お
こ
な
い
、
明
る
い
環
境
の
中
で
学
べ
る
よ
う
に
し

た
。
学
童
を
公
害
か
ら
ま
も
り
学
校
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
さ
き
に

小
学
校
二
校
の
移
設
を
お
こ
な
っ
た
が
、
四
十
二
年
度
は
工
場
地
帯
の

学
校
二
校
の
騒
音
防
止
工
事
、
四
十
三
年
度
は
交
通
騒
音
防
止
工
事
四

校
、
工
場
騒
音
対
策
一
校
、
大
気
汚
染
・
騒
音
・
悪
臭
の
総
合
防
止
工
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横
浜
方
式
の
都
市
づ
く
り

事
一
校
、
四
十
四
年
度
は
交
通
騒
音
防
止
工
事
三
校
を
実
施
し
、
別
に

基
地
騒
音
対
策
と
し
て
毎
年
二
校
の
鉄
筋
化
に
よ
る
防
音
工
事
を
進
め

て
き
た
。
四
十
五
年
は
こ
の
ほ
か
、
工
場
地
帯
の
小
学
校
三
校
に
空
気

清
浄
機
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

講
堂
・
プ
ー
ル
は
遂
年
整
備
さ
れ
、
講
堂
の
保
有
校
は
小
学
校
一
三
九

校
、
中
学
校
六
十
二
校
と
な
り
、
保
有
率
は
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

た
。
プ
ー
ル
も
小
学
校
一
一
五
校
、
中
学
校
五
一
校
と
な
り
、
保
有
率

は
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
敷
地
の
関
係
か
ら
二
層
三
層
と
立
体

化
に
よ
る
工
夫
が
さ
れ
、
保
有
率
は
年
々
上
昇
し
て
き
て
い
る
。

勤
労
青
少
年
の
た
め
の
学
校
で
あ
る
横
浜
工
業
高
等
学
校
を
総
経
費
六

億
円
を
か
け
て
建
設
中
で
、
四
十
六
年
に
完
成
す
る
と
、
鉄
骨
七
階
建

の
近
代
的
な
設
備
を
持
つ
定
時
制
専
門
の
工
業
高
等
学
校
に
生
ま
れ
か

わ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
金
沢
高
等
学
校
は
、
四
十
六
年
で
校
舎
改
築

工
事
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

特
殊
教
育
充
実
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
の
全
面

改
築
工
事
を
四
十
三
年
に
完
了
し
、
四
十
五
年
度
は
精
薄
養
護
学
校
を

新
設
、
さ
ら
に
精
薄
児
を
対
象
に
職
業
教
育
の
徹
底
を
は
か
る
た
め
、

職
業
実
習
セ
ン
タ
ー
を
根
岸
中
学
校
内
に
設
置
し
た
。

特
殊
学
級
は
七
七
校
に
設
置
さ
れ
、
一
一
八
学
級
あ
る
が
、
従
来
の
精

薄
対
象
の
ほ
か
言
語
障
害
五
学
級
、
難
聴
三
学
級
、
情
緒
障
害
二
学
級

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
四
十
五
年
度
は
さ
ら
に
弱
視
学
級
二
学
級
を
新

設
す
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
障
害
別
教
育
を
進
め
る
に
つ
い

て
は
、
教
員
養
成
の
問
題
を
同
時
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
関
係
機

関
に
強
い
働
き
か
け
を
し
て
い
る
。

教
育
費
の
父
母
負
担
を
な
く
す
た
め
、
予
算
費
目
ご
と
の
解
消
策
を
と

っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
教
職
員
給
与
費
・
教
材
備
品
費
・
燃
料
費
・

光
熱
水
費
・
施
設
建
設
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
父
母
負
担
が
な

く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
年
次
的
に
項
目
別
に
市
費
の
充
実
を
は
か
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
な
ど
に
よ
る
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と

に
つ
と
め
、
四
十
五
年
は
学
校
徴
収
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
学
校
図

書
費
を
市
負
担
に
切
り
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
義
務
教
育
に
た
い
す

る
父
母
負
担
の
状
況
は
、
四
十
三
年
度
実
績
で
全
体
経
費
の
一
六
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
、
公
費
の
増
加
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
。
児

童
一
人
あ
た
り
の
決
算
額
の
推
移
も
四
十
一
年
一
、
〇
八
〇
円
、
四
十

二
年
一
、
〇
一
四
円
、
四
十
三
年
九
三
三
円
と
父
母
負
担
の
低
下
傾
向

を
し
め
し
て
い
る
。
今
後
と
も
私
費
負
担
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
な
ど
の

負
担
）
を
な
く
す
た
め
、
学
校
運
営
の
標
準
を
定
め
、
不
足
部
分
に
公

費
を
充
当
し
、
教
育
内
容
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
寄
付
行
為
の
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事
前
協
議
制
度
の
活
用
と
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
後
援
会
な
ど
の
会
費
に

つ
い
て
も
、
適
切
な
助
言
と
指
導
に
よ
り
、
父
母
の
負
担
を
軽
く
す
る

方
針
で
あ
る
。

公
害
対
策

公
害
対
策

事
前
に
手
を
う
つ

横
浜
市
で
は
、
公
害
行
政
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
昭
和
三
十
九

年
に
公
害
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、
地
域
住
民
の
安
全
、
健
康
保
護
、
生

活
環
境
の
保
全
と
い
う
問
題
に
積
極
的
な
姿
勢
を
し
め
し
て
き
た
。
公

害
の
発
生
源
と
な
る
よ
う
な
産
業
活
動
も
、
そ
れ
を
計
画
・
建
設
の
段

階
か
ら
よ
く
調
査
・
検
討
し
て
、
事
前
に
公
害
防
止
対
策
を
た
て
る
よ

う
指
導
す
れ
ば
、
十
分
に
公
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
手
法
を
取
り
入
れ
て
、
企
業
の
公
害
防
止
を
お
こ
な
っ
て
き

た
の
が
、
「
公
害
防
止
の
横
浜
方
式
」
で
あ
る
。

三
十
九
年
に
、
電
源
開
発
株
式
会
社
の
磯
子
火
力
発
電
所
が
横
浜
市
の

229

11




